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昨
年
の
本
市
の
主
な
施
策
・
事
業
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の

駅
西
側
へ
の
延
伸
に
向
け
、
10
月
に
国

へ
の
認
定
申
請
を
行
う
と
と
も
に
、
JR

宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
地
区
の
将
来
像
や

整
備
方
針
な
ど
を
示
し
た
他
、
中
心
市

街
地
に
お
け
る
民
間
開
発
へ
の
支
援
や

バ
ン
バ
通
り
に
お
け
る
滞
在
空
間
創
出

の
社
会
実
験
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
都
市
構
造
で
あ
る
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
（
Ｎ

Ｃ
Ｃ
）」
の
具
現
化
に
向
け
て
着
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
活
躍
の
推
進
に
向
け
て
、

「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
（
※
１
）」
の
普
及
促
進

や
女
性
の
相
談
体
制
の
強
化
に
取
り
組

ん
だ
他
、
市
立
小
中
学
校
・
保
育
施
設

な
ど
に
お
け
る
給
食
費
の
支
援
や
、「
プ

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
（
※
２
）」
の

認
知
度
向
上
に
向
け
た
「
プ
レ
コ
ン
ス

タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
・
周
知
な
ど
、

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
策
を
充
実
・

強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
そ

の
成
果
を｢

２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万

博
地
方
創
生
Ｓエ

ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス｣

を
は

じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、

国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
向
け
て
発
信

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
社
会
経
済
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
将
来
世
代
へ

負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
「
未
来
志
向
の
ま

ち
」
と
し
て
、
誰
も
が
豊
か
で
便
利
に

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
夢
や

希
望
が
か
な
う
ま
ち
「
ス
ー
パ
ー
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
を
創
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
に
邁ま

い

進
し
て
ま

い
り
ま
す
。「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
市
民
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
※
３
）
を
向
上
す

る
と
と
も
に
、
本
市
の
活
力
を
維
持
で

き
る
よ
う
「
安
心
し
て
働
き
、
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
」、「
人
口
の
自
然
減
の

改
善
」、「
人
口
の
社
会
増
の
維
持
」、「
Ｎ

Ｃ
Ｃ
の
形
成
」
に
必
要
と
な
る
未
来
へ

の
投
資
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
制
１
３
０
周
年
を
迎
え
る

本
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
の
素
晴
ら

し
い
宇
都
宮
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
し

て
い
け
る
よ
う
、
全
市
を
挙
げ
て
盛
り

上
げ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新 春 特 集
持続的に発展する

「未来志向」のまちづくり

　明けましておめでとうございます。謹んで、新年のごあいさ
つを申し上げます。年頭に当たり、本年が皆様にとって明るく、
幸多き一年となりますよう、心からお祈り申し上げます。

※１　「F
フ ィ ー メ イ ル

emale（女性）」＋「T
テ ク ノ ロ ジ ー

echnology（技術）」の造語で、女性特有の悩みを先進的な技術で解決すること。
※２　お腹に新しい命を授かる（妊娠）前の健康管理。
※３　身体的・精神的・社会的に良い状態のこと。

２
０
２
５
年
を
振
り
返
っ
て

２
０
２
６
年
の
決
意

宇都宮市長
佐
さ

藤
とう

　栄
えい

一
いち

▲市長とトーク

▲ふれあいトーキング

　「まちづくり懇談会」や「市長とトーク」、「ふれあ
いトーキング」などにおいて、地域の人や若者と、市
長が直接意見を交換しています。
　また、宮だよりとして市長へのメール、m

ミ ヤ

iyaユー
スポスト（若者からの意見箱）、ふれあい通信で、ご
意見を随時受け付けています。

◀宮だより ◀miyaユースポスト

ID 1009657 ID 1034533

皆さんの市政へのご意見を
聞かせてください
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2025年の2025年の
振り返り振り返り

　｢2025大阪・関西万博 地方創生
SDGsフェス｣に本市のブースを出
展、１万人以上の人に来場いただき
ました。

　宇都宮の魅力を発信するため、
本市との関わりが深い山

や ま

田
だ

邦
く に

子
こ

さ
ん（タレント）と鈴

す ず

木
き

章
あ き

弘
ひ ろ

さん（宇
都宮餃子会専務理事兼事務局長）
を「宇都宮ブランドアンバサダー」
に委嘱しました。

　「宇都宮ブレックス」が、りそなグ
ループＢ.L

リ ー グ

EAGUE2024-25シー
ズンのチャンピオン、アジアクラブ
No.１に輝き、多くの市民に夢と感動
を届けてくれました。

　本市の夏の風物詩である
「ふるさと宮まつり」が第50
回の節目を迎えました。大勢
の来場者で、街中は大いにに
ぎわいました。

ⓒTOCHIGI BREX INCⓒTOCHIGI BREX INC

ⓒTOCHIGI BREX INCⓒTOCHIGI BREX INC

　８月、「ライトライン」が開業
から２周年を迎え、利用者数
1,000万人を突破しました。

　令和７年度を「女性活躍加
速化元年」として、川

か わ

面
づ ら

充
み つ

子
こ

さん、斎
さ い

藤
と う

悦
え つ

子
こ

さんを女性活
躍推進専門官に任命するな
ど、推進体制を強化し、女性サ
ポートを充実しています。
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年の

まちの姿

安心して働き、暮らせる環境づくり
■暮らしに直結する課題への対応の強化
▼‌�物価高騰などの影響を受ける市民や事業者に対し、適切な支援策を

充実。
▼‌�降雨量の増加などによる床上浸水被害の早期解消を図るため、治

水・雨水対策を総合的に推進。
▼‌�熱中症から子どもを守るため、小・中学校施設の空調設備更新・導

入を着実に実施。
▼‌�ＣＯ２排出量の削減に向け、「脱炭素先行地域」における太陽光発

電設備・蓄電池などの導入を促進。
■地域のつながり・支え合いの強化
▼‌�自治会の加入促進や活性化などに向けた取り組みの実施。
▼‌�「児童相談所」の設計に着手するとともに、人材の確保・育成など

の体制づくりを実施。
▼‌�障がい者とその介護者が安心して日常生活を送れるよう、「親なき

後」を見据えた相談体制の強化。

人口の自然減を改善する取り組み
■少子化対策・子育て支援策
▼‌�「プレコンセプションケア」の普及促進。
▼‌�天候に左右されず子どもが活動できる場の整備に向けた取り組みの

実施。
▼‌�小・中学校の給食費に対する支援など、子育て世代を幅広く支援。
■健康寿命の延伸
▼‌�「高齢者外出支援事業」でタクシーを利用できるよう準備を進める

など、高齢者外出支援策の強化に向けた検討。
▼‌�天候に左右されない屋内プールの新設に向けた検討。

ⓒ3x3のまち宇都宮ⓒ3x3のまち宇都宮
推進委員会推進委員会
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まちの姿

■本市への新たな投資の促進
▼‌�新たな産業団地の整備に向けた取り組みなど、企業の立地・定着の

促進。
■賑わいの創出
▼‌�ライトライン沿線におけるアーバンスポーツを核とした新たな拠点

である「アークタウン宇都宮」を３月に開園するとともに、開園を
記念したイベントを開催。

▼‌�人と食が集う拠点となる「中央卸売市場賑わいエリア」を３月に
オープン。

▼‌�令和９年度に開園100周年を迎える八幡山公園について、民間活力
を活用した施設の整備。

▼‌�「北西部地域体育施設」について、令和９年度供用開始に向けた整
備に着手。

■多様な人材の交流と活躍の促進
▼‌�あらゆる分野における女性活躍人材の掘り起こしや養成、資質の向上。
▼‌�市民、事業者、地域団体など、さまざまな主体との「交流・対話」

の機能の充実。

人口の社会増を維持する取り組み

ＮＣＣの形成
■交通ネットワークの強化
▼‌�令和10年のライトライン駅西側延伸区間の着工に向けた、設計・

調査などを着実に実施。
▼‌�バス路線の再編に向けた検討や地域内交通の利便性向上、更なる運

賃負担の軽減。
▼‌�都心環状線の整備を進め、３月に、都心環状線を含む「３環状12

放射道路」を全線開通。
▼‌�「（仮称）大谷スマートインターチェンジ」の着実な整備。
■魅力あるまちなか空間の創出
▼‌�ＪＲ宇都宮駅西側における、魅力ある都市空間の形成と、交通結節

機能・滞在機能の向上に向けた取り組みの実施。
▼‌�都心部における民間開発事業に対する支援。

ⓒⓒUTSUNOMIYA JAPAN CUPUTSUNOMIYA JAPAN CUP
CYCLE ROAD RACECYCLE ROAD RACE

新 春 特 集

▲アークタウン宇都宮 ▲中央卸売市場賑わいエリア
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